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クレディセゾンの証券仲介業サービス開始について 

 株式会社クレディセゾン（本社：東京都豊島区 代表取締役社長 林野宏、以下“クレディセゾン”）は、マネック

ス・ビーンズ・ホールディングス株式会社（本社：東京都千代田区 代表取締役社長ＣＥＯ 松本大）の子会社である

マネックス証券株式会社（本社：東京都千代田区 代表取締役社長ＣＥＯ 松本大、以下“マネックス証券”）を所属

証券会社とし、証券仲介業サービスを平成16年12月16日より開始いたしますのでお知らせいたします。 
 

記 
 

1. 目的 

  この証券仲介業サービスは、平成16年8月2日に発表した1,600万人の《セゾン》カード会員に向けて金融サービス

を提供することを目的に合意した両社の業務提携に基づくものであり、第一弾のサービスとして、クレディセゾンの

カード会員に対してマネックス証券の口座開設を勧誘し、口座開設手続きの取次ぎを行います。ネット証券と対面営

業カウンターを持つ事業会社との間での証券仲介業としては、初めて実現に至ったものです。これにより、マネック

ス証券は1,600万人の《セゾン》カード会員を新たに証券顧客として開拓していくことが可能になり、他方クレディ

セゾンは、証券サービスと言う新たな付加価値サービスをカード会員向けに提供する事が可能となります。 

  クレディセゾンとマネックス証券は平成13年5月に業務提携し、マネックス証券の証券総合取引口座での決済が可

能なクレジットカード機能とキャッシュカード機能を持つ一体型カード「マネックス《セゾン》カード」を発行して

おり、全国の郵貯ＡＴＭでの入出金、《セゾン》ＡＴＭでの出金を可能とする身近な生活口座としてご利用いただい

ております。さらに、マネックス証券での取引における手数料に応じて付与されるマネックスポイントの付与率を《セ

ゾン》カード会員に対し優遇するなどのサービスを提供しております。 

  個人投資家向け金融サービスにおいて常に先進的な役割を担ってきたマネックス証券と、流通系カード首位のクレ

ディセゾンの両社が新たなビジネスモデルを作り上げることにより、個人のお客様により便利で身近な金融サービス

を提供できるようになると考えており、今後も取扱商品やサービス拠点の拡大など、お客様のニーズに添った投資サー

ビスの拡充を図っていく方針です。 

 

2. サービス概要 

西武百貨店池袋店7階のセゾンカウンターおよび、クレディセゾンのホームページを経由してマネックス証券の口

座開設が可能になります。 

（1） セゾンカウンターでお申し込み 

 お客様がスムーズに口座開設を完了することを可能にするため、証券外務員資格を持つスタッフによる口

座開設資料や記入方法の説明もあわせて行います。 

（2） クレディセゾンのホームページを経由したお申し込み 

 《セゾン》カード会員向けクレディセゾンのホームページにおいて、《セゾン》カード会員にマネックス

の口座開設をお勧めし、すぐにマネックス証券の口座開設手続きをお取りいただけるようにします。 

以上 

 

【お問合せ先】 

マネックス・ビーンズ・ホールディングス（株）CEO 室広報・IR 担当（牧野・秋葉） 電話 03-6212-3750 

（ 株 ） ク レ デ ィ セ ゾ ン 広 報 室 （ 坂 本 ・ 佐 藤 ） 電話 03-3982-0700 
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（参 考） 

① マネックス証券株式会社 

(1)資本金    :63 億 95 百万円 

(2)事業内容    :証券業、証券付随業務、その他業務 

(3)口座数    :285,540 口座（平成 16 年 11 月末現在） 

(4)預資産残高    :8,104 億円（平成 16 年 11 月末現在） 

 

マネックス証券は、マネックス・ビーンズ・ホールディングス株式会社の子会社で、平成 11 年 10 月に営

業を開始した個人投資家のためのネット証券会社として、お客様にとって金融サービスをより身近なもの

とすべく株式だけでない様々な金融商品を提供してまいりました。平成 17 年 5月には同じくマネックス・

ビーンズ・ホールディングス株式会社の子会社である日興ビーンズ証券との合併を予定しています。今後

は更に高いレベルでの顧客主義を追及するとともに、個人投資家の資産の管理や形成を支援する新しいタ

イプの総合ネット証券を目指してまいります。 

 

② 株式会社クレディセゾン 

(1)資本金    :642 億 92 百万円 

(2)事業内容    :クレジットカード業、金融業、小売業ほか 

(3)取扱高    :2 兆 9,244 億円（平成 16 年 3月期） 

 

クレディセゾンは、サービス先端企業として、新しい時代のカードビジネス思想を確立し、クレジットビ

ジネス No.1 企業になることを目指しています。現在、VISA/MasterCard/JCB/AMERICAN EXPRESS という 4

つのインターナショナルブランドと提携した国際カード、《セゾン》カードを発行し、平成 16 年 3月末に

おいてカード会員数1,587万人とクレジットカード会社でトップレベルの地位を確立しています。クレディ

セゾンでは業界に先駆けてポイント無期限化を導入するなど、常に顧客視点でのサービス開発に注力して

おります。今後もお客様に喜んでご利用いただけるファーストカードを目指して更なるカード事業の強化

を推進してまいります。 
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